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　Seven years’ survey at a local water basin in Miyagi has shown a characteristic difference in fresh 
water fish species diversity.  In contrast to the fact that the reproduction of an endangered species 
Acheilognathus melanogaster was not proved, invasive species of Acheilognathinae was wide spread in 
the area.
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１． はじめに


















　2015 年の 4 月から 11 月まで毎月 1 回タナゴの生息
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た．C 地点において 5 月，9 月，11 月の捕獲された
個体数が少ないため，7 月の値を用いて，3 地点を比
較することとした．体長 48 mm ～ 64 mm の間に A 地
点では，全体の 21％，B 地点では 32％，C 地点では
79％ の個体が分布していた．64 mm より大きい個体
の割合は，A 地点で 79％，B 地点で 39％，C 地点で
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された期間（2014 年度は 7 月から 9 月，2015 年度は
5 月から 9 月），全捕獲数に対するタイリクバラタナ








































































去 4 年分の 5 月と 9 月におけるタナゴの平均体長意の








　2015 年の 9 月に発生した台風 18 号の影響で，吉田
川と関連の河川は広域にわたり氾濫し，調査地域一帯
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